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Ⅰ．序論
　筆者が、2011 年 10月にパーキンソン
病（PD）を発症してから 10年近くになる。
発症から 3年間は PDだとは分らず右手の
震戦と筋固縮に悩まされ続けた結果、2014
年 8月に PDとの診断を下された。 
PDは、主に 50歳以上の中高年に見られ
る進行性の疾患で、日本では 10万人あた
り 100人～150 人（およそ 1000 人に
1人）が罹患し、最悪の場合は寝たきり状
態になることもあり、現代の医学では完治

が困難な難病である(1)。そのことを知っ
た筆者はかなりのショックを受けそれか
ら 1年以上に亘って症状が悪化していっ
た。
　そのような状況の中、2015 年 10月末
に友人のKさんと 10数年ぶりに再会して
この病気のことを打ち明けると、「それは、
楽しいこと、ワクワクすることをやって、
自らドパミンを出せば治るのではないか？」
との助言をもらった。それならと一週間大
好きなお酒を連チャンで飲み歩いたところ、

[展望、エッセイ]

生命の起源探求から考察したパーキンソン病と痛風の
不思議な関係について

古野 正憲

日鉄鉱コンサルタント株式会社

要旨
　地球の大気圏は、周期表の主に４つの軽元素（水素、炭素、窒素、酸素）が
化合物として存在している。その中で、窒素は気体分子（N2）として大気
の 78%を占めるものの、個体物質としては鉱物、植物及び動物の主要構成元素
にはなっていないが、化学反応の連鎖である「動植物界の代謝」で主役の一つ
を演じている。
　本稿では、地球における生命誕生とその進化には窒素化合物が深く関わって
おり、「窒素→尿素→アミノ酸→尿酸→核酸（DNA）」へと高分子有機化合物が
複雑化し多様性を増していったと云う仮説を立てた。そして、各分子の構造式
を比較したところ、アミノ酸の多くが環状構造を持つ芳香族基を作る直前の形
状を示しているのに対し、核酸は芳香族基を基本として複雑な構造を取っている。
　一方、生物の体内には老化を促進する活性酸素が発生して寿命を縮めている。
この活性酸素を分解する強力な抗酸化物質の一つが窒素や炭素原子の共有結合
によって環状の分子構造を有する尿酸であり、近年、この尿酸がパーキンソン
病の罹患リスクを低減すると共に、その進行を抑制することが分かってきた。
また、パーキンソン病のような心の疾患は、極度の酸化ストレスが原因で発症
するケースが多く、その治療方法として活性酸素の働きを抑制する薬剤治療と
「ワクワクした歓喜的情動」を醸成する情動治療の併用が推奨される。

キーワード：パーキンソン病、痛風、酸化ストレス、尿酸、窒素化合物、
パイ（π）電子

Vol. 162 (2): i2̲Ej01, 2022

古野 正憲

日鉄鉱コンサルタント株式会社
〒 108‒0014 東京都港区芝 4‒2‒3　NMF芝ビル 3F
TEL: 03‒6414‒2764  FAX: 03‒6414‒2770

2021 年   8 月 23 日受付 
2021 年 11 月   9 日受理 



医学と生物学 (Medicine and Biology)

2

11 年ぶりに痛風発作を発症し、一週間の
入院を強いられてしまった。まさに「泣き
っ面に蜂」であった。
　ところが、ベッドで身動きのできなかっ
た入院中、スマホのインターネットで「パ
ーキンソン病」、「痛風」及び「尿酸」など
の用語を調べたり、文献を検索したりして
いるうちに、「パーキンソン病」と「痛風」
の関連性を見出すと共に、筆者自身のパー
キンソン病の原因を究明し、自分なりの治
療方法を考案した。それを実践した結果、
2015 年 11月から 2021 年 10月現在ま
で PD症状が安定し進行していないことか
ら本稿を執筆することにした。
　本稿は、医者ではなく患者かつ地球科学
者の立場で、PDの原因と治療方法を考察
してみたので、ご笑読いただきたい。

Ⅱ．二つの病気（パーキンソン病と
痛風発作）の症状経緯

（１）パーキンソン病
　2010 年 1月～2012 年 6月まで海外で
単身赴任。現地法人の責任者として、極度
のストレスを感じて職務に従事していた。
海外駐在中の 2011 年 10月頃（パーキン
ソン病発症）～左耳の耳鳴りが始まったと
ともに不眠症に悩まされ始めた。
海外駐在を終えて国内勤務になった 2012
年 8月、管理職研修でのメモ役をやったと
ころ、右手が震えて字がかけなくなった。
その後、歩行時に右腕がうまく振れないこ
とや右足がすり足になるなどの症状も出る
ようになった。
　そして、右手の握力が弱くなり、食事の
際の箸を使うのも不自由になったことから、
2013 年 11月より 2014 年 3月まで接骨
院にマッサージに行くようになった。しか
しながら、症状が変わらなかったので、S
医科大学附属病院の整形外科宛に紹介状を
作成していただいて通院を始めた。2014
年 4月～6月にかけて、本病院の整形外科
と神経内科でレントゲン写真、CT、MRI
等を実施していただいたところ、「パーキ
ンソン病」の可能性が高いということにな
った。2014 年 6月 2日～8日まで L‒ドパ
製剤を服用したところ、右手の震戦が治ま

り、足も比較的上がるようになったが、副
作用が強く一旦薬を変えて、6月 9日～7
月 11日は、アーテン錠（1mg）を毎朝 1
回服用し、7月 11日～8月 9日までは、
アーテン錠（2mg）を毎朝 1回服用した。
症状は若干改善し、その後、右手の震戦は
かなり治まったが、右腕筋肉のこわばり（右
手筋固縮）があり、のどの渇き、カスミ目
（視力低下）、トイレが近くなるなどの症状
があったことから 2014 年 8月 9日、心筋
シンチグラフィ検査を実施したところ、
「パーキンソン病（PD）」との診断を下さ
れた。その後１年以上（2015 年 11月ま
で）治療を継続するが症状は悪化を続けて
いった。

（２）痛風
　2004 年 7月、最初の痛風発作を右膝に
発症した。その後、アロチーム及びウリン
メットを服用し、10年以上痛風発作は起
きていなかった。
　2015 年 11月 9日、二度目の「痛風発
作」を発症し、１週間の入院を強いられる
ことになった。その間にインターネットで
痛風や尿酸のことを調べているうちに、
2007 年にハーバード大のM.G. Weisskopf
らが「PDのドパミン作動性ニューロンの
変性には“酸化ストレス”が関係している。
強力な抗酸化物質である尿酸塩には神経保
護作用が想定されることから血中尿酸塩の
高値が PDのリスク低下を予測する。」検
討を行った (2)。
　その後、「パーキンソン病」と「尿酸」
と云う二つのキーワードで検索を続けてい
たところ、「このほど、アメリカのペンシ
ルバニア州立大学とハーバード大学のグル
ープは、尿酸が実は強力な抗酸化物質で、
この作用が人の脳を保護する働きがあると
の報告を行った。また、一定量の血中尿酸
濃度を保つことで、男性のパーキンソン病
罹患のリスクを低減すると共に症状の進行
を抑制する。」(2016 年 1月 13日)との記
事を見つけた (3)。
　これをきっかけに尿酸→尿素→窒素につ
いて考察した結果、筆者自身のパーキンソ
ン病の原因がほぼ究明できたと考え、自ら
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の病気に対する治療方法を考案し実践して
いるので以下に記述する。

Ⅲ．地球進化と呼応する窒素化合物の進化
　2015 年 11月 9日、12年ぶりに右膝、
右足首、左膝の 3ヶ所同時に痛風発作を発
症して一週間入院した。その入院期間中に、
脳が活性化して思いを巡らし始めた。
先ず、何故、痛風を発症したのか？
何故、尿酸値が高くなるのか？
尿酸は人間にとって必要なのか？（不必
要なものがこの世に存在するはずがな
い）
尿酸の前駆体は尿素か、尿素の前駆体は
窒素か？
そう言えば、地球の大気中には何故 78%
も窒素があるのだろうか？

という考えは以下の結論を導いた。
地球の表層部（大気、陸域及び海域）は、
周期表の主に４つの軽元素（水素、炭素、
窒素、酸素）で占められ、それぞれが分子
あるいは化合物として存在している。
　その中で、窒素は気体分子（N2）として
大気の 78%を占めるものの、個体物質と
しては主要構成元素にはなっていないが、
化学反応の連鎖である「動植物界の代謝」
で主役の一つを演じている。
　　どうも地球における生命誕生とその進
化には窒素が深く関わっているようである。
窒素は一つの電子対と三つの不対電子を持
つことから、電子の流れをコントロールす
る半導体的な性質を有しており反応性に富
んでいる。言い換えれば、一定の物質には
とどまっていられない。「窒素は、鉱物界、
植物界、動物界のどこにも安住の地がない
ために、動植物界の代謝に関わることにな
り、窒素→尿素→アミノ酸→尿酸→核酸
（DNA）へと高分子有機化合物が複雑化し
多様性を増していった。」と云う仮説を立
てた。
しかも、物質世界において最も複雑な高分
子有機化合物として今も進化を続けている
のが人類である。

（１）窒素から尿素への進化
　私は、生命が宇宙の誕生からその進化過

程で偶然ではなく必然的に生まれたと考え
ており、生物を構成する原子あるいは分子
集団が安定して存在し得る環境がどのよう
にして地球上で形成されたかを先ず考察す
べきと考えた。
　そのためには、46～38億年前の原始地
球の大気と地殻を含む表層環境をイメージ
する必要があり、現在の太陽系の惑星配列
から考えて、金星、地球、火星及び木星の
表層環境を比較することにした。
　原始太陽系星雲の中心近くでは水素や揮
発性のガスが吹き払われ、岩石と鉄を主成
分とした小さな惑星が残って地球型惑星に
なった。また、系の外側のガスが濃いとこ
ろでは水素ガスを大量に集めて木星型惑星
が形成された。地球型惑星と呼ばれる金星
と火星の大気組成はよく似ており、二酸化
炭素CO2 が 95%以上、次に窒素が 3%前
後含まれている酸化的な大気である。
　一方、木星型惑星の大気は気体分子の水
素H2 を主体としているために還元的であ
り、炭素はメタンCH4、窒素はアンモニ
アNH3 として存在している。
　ところが、生命が誕生した地球の大気組
成は、還元的な木星型惑星の大気組成から
酸化的な金星及び火星の大気組成に移行す
る過程で、液体の「水循環システム」が確
立して二酸化炭素が陸域に固定されたため、
主に窒素N2(約 78%)と酸素O2(約 21%)か
らなる特別な大気環境になった。そして、
原始地球における「水循環」システムが関
与して、大気中に増え続けていた二酸化炭
素と当時の表層環境に残存していた還元場
の中のアンモニアが反応して尿素と水が生
成した。

CO2（二酸化炭素）+2NH3（アンモニア）
→CO(NH2)2（尿素）+H2O（水）

しかも、液体の「水循環」システムの中で
は、上式の右側の状態が安定しており、尿
素及びそれから進化する高分子有機化合物
が安定に存在できる環境が整ったのではな
いだろうか。

（２）尿素からアミノ酸への進化
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　尿素は、無機物から最初にできた「有機
化合物の源」である。そして、原始地球の
「水循環」システムの中で必然的に尿素か
らアミノ酸へ進化したのではないだろうか。
例えば、尿素から最も構造が単純なアミノ
酸であるグリシンは以下のようなプロセス
で誕生したものと推察される。

尿素：
CH4N2O→CO(NH2)2→CO・NH2・NH2

グリシン：
C2H5NO2→CO・NH2・OH→H2N・CH2・COOH

CH4N2O（尿素）＋C＋OH－（液体の水の中）
→ C2H5NO2（グリシン）＋1/2N2↑（大気中）

　上記の化学式のように尿素に炭素、水（水
酸基）が加わって「グリシン」ができ、大
気中へ窒素が放出されたのであろう。

（３）尿素から尿酸への進化
　そして、尿素から尿酸へ進化する過程で、
「生命」が生じる現象が起こったのではな
いだろうか。
　尿酸は細胞内の窒素化合物の代謝過程で
つくられるプリン体が変化し、タンパク質
や核酸が不要になった状態の成分であり、
尿酸はさらに代謝過程で尿素へ、さらには
アンモニア（NH3）へと分解され、最終的
に二酸化炭素（CO2）と共に排泄される。
つまり、体内の代謝機構では、タンパク質
から核酸へ、核酸から尿酸へ、尿酸から尿
素へ、そしてさらにアンモニア及び二酸化
炭素へと元素の集まりがエントロピー増大
の方向へと変換されていく。ところが、「生
命」の前駆体である有機化合物の進化はこ
の過程とは真逆の過程を経るのである。
　つまり、先ずアンモニアと二酸化炭素が
反応して尿素と水が生成した。この化学反
応は、地球表層部に液体の水循環システム
が確立されたために生じたものと考えられ
る。そして、液体の水の中で尿素からアミ
ノ酸、あるいは尿素から尿酸に窒素化合物
が変化することでプリン体が生成され、細
胞壁を作るたんぱく質や核酸へと元素の集

まりが複雑化する方向へ進化していったの
ではないだろうか。
　現在の地球に存在する全ての物質は、物
質世界に存在し続けるために、環境の変化
に適応する進化を続けている。
　尿素と尿酸の共通点は、「動植物界の代
謝」でそれぞれが主役を演じている点であ
る。我々が存在している物質世界において、
「生きる」とは地球上の動植物界の代謝、
いわゆる地球を取り巻く「エネルギー循環」
に参加することではないだろうか。
　一方、尿素と尿酸の大きな違いは、原子
あるいは分子の集まりが、有機化合物とし
て「環状構造」を有しているか否かである。
尿酸は、その化学構造式を見ればわかるよ
うに炭素と窒素がお互いの原子価を出し合
う「共有結合」で元素同士が結びつき、環
状の分子構造を築いている。このような結
合では、「パイ(π)電子」が発生し、各元
素が共有する電子の共鳴によって元素同士
を強固に結びつけている（図 1参照）。
　実は、このパイ電子の授受で起こる化学
反応を体内で常に継続しているのが「生命」
であり、この化学反応が途切れてしまうの
が「生命の死」と云えるのではないだろう
か。
　さらに、代謝の中で尿素と尿酸は以下の

ような関係がある。
　尿素や尿酸は、代謝過程で発生する体内
の有害物質であるアンモニアを体外に排出
するためにできる。水中で生活する魚類は、
アンモニアのまま体外に排出する。爬虫類
や鳥類は、体内に水分が少なく、排尿をし
ないので、排便として水に溶け難い尿酸を
体外に排出する。哺乳類は、通常、水に溶

図１　尿素と尿酸の化学構造式
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けやすい尿素に変えて排出するが、老化等
で代謝機能が低下すると、血液中に尿酸の
針状結晶が析出する。
　ところが、哺乳類で痛風発作を発症する
のは、類人猿だけなのである。類人猿以外
の哺乳類は、尿酸を分解する酵素(ウリケ
ース)を持っており、アラントインという
物質に変える(4)。ところが、生物の体内
には老化を促進する主に 4種の活性酸素(一
重項酸素、過酸化水素、スーパーオキシド
アニオン、ヒドロキシラジカルなど)が発
生して寿命を縮めている。尿酸はビタミン
Cよりもはるかに強力な抗酸化物質であ
り(5)、体内に一定量存在することには大
きな意義がある。特に活性酸素のうち、ヒ
ドロキシラジカルだけは、主に尿酸で分解
される。他の活性酸素は、主にスーパーオ
キシドディスムターゼ(SOD)により分解さ
れ無害化される(6)。この SODの働きが顕
著なのが類人猿であり、哺乳類の中でとり
わけ類人猿は長生きをする。したがって、
類人猿は長生きをするために、体内で SOD
を有効に活用すると共に、遺伝的に尿酸を
分解する酵素を作ることを放棄したと考え
られる。

（４）アミノ酸の特徴
　アミノ酸（amino acid）とは、広義には
アミノ基とカルボキシル基の両方の官能基
を持つ有機化合物の総称である。アミノ酸
の基本分子構造は、図 2のように表され
る。
　アミノ基(‒NH2)は、アンモニアから水素
を除去した 1価の官能基である。アンモニ
アが一つの水素原子を失った構造であり、
芳香族の環状構造に置換すると電子供与基
としての性質(塩基性)を示す。

NH3→NH2
+＋ e‒＋ 1/2H2↑

　一方、カルボキシル基も有機化合物の基
の一つで、その化学式は‒COOH と表され
る。カルボキシル基の水素原子は水素イオ
ンとして電離しやすく酸性を示す。つまり、
二酸化炭素が一つの水素原子を受け取った
構造を呈しており、分子内にこの基を持つ
化合物はカルボン酸といわれる。
　アミノ酸は、分子構造上にアミノ基とカ
ルボキシル基を同時に所有することから、 
アンモニアと二酸化炭素が反応できた原始
地球の表層環境の中で必然的に生じた元素
集団と考えられる。
　最も構造が単純なアミノ酸である「グリ
シン」の化学式及び構造式は下記の通りで
あり、共有結合からなるメタン（CH4）の
一つの水素をアミノ基（‒NH2）が、もう
一つの水素をカルボキシル基（‒COOH）
が置き換えた構造であることに注目したい
（図 3参照）。

グリシン：
C2H5NO2→CO・NH2・CH2・OH
→H2N・CH2・COOH

　つまり、アンモニア（NH ３）から水素
原子一つを引き離すとアミノ基（‒NH2）
になり、二酸化炭素（CO2）が水素原子一
つを受け取るとカルボキシル基（‒COOH）
となる。
　原始地球の大気－海洋－陸域からなる表
層環境において液体の水の循環システムが
確立されたことで二酸化炭素とアンモニア
が反応し尿素が生まれ、それがアミノ酸へ
と進化したものと考えられる。
　側鎖の異なる 20種類のアミノ酸は、数
十から数万以上に連なるペプチド結合を形
成し巨大分子タンパク質を構成する。
　最も構造が単純なアミノ酸であるグリシ
ンからなぜトリプトファンのような複雑な

図 2　アミノ酸の基本分子構造

図 3　最も単純なアミノ酸である
「グリシン」の化学構造式
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構造を持つアミノ酸へ進化したのであろう
か（図 4参照）。

　地球の進化過程の中で、生命が安定に存
在するためには、原子または分子集団を構
成する元素同士の結び付きを強固なものに
する必要がある。そのためには、電子が自
由に行き来できるように分子内の元素の集
まりで環状の構造を構築する方向へアミノ
酸が進化する必要があったのではないだろ
うか。
　各種アミノ酸の構造式と核酸の構造式を
比較するとそれらの主たる違いに気づくこ
とがある。それは、アミノ酸の殆どが環状
構造を有する芳香族基を作る直前の産状を
示しているのに対し、核酸の殆どは環状構
造を持つ芳香族基を基本として複雑化して
いることである。
　また、一部の構造が複雑なアミノ酸（例
えば、トリプトファンやチロシン）の中に
は、既に環状構造を取り込んでいる（芳香
族基を持つ）ものもある（20種類のアミ
ノ酸の構造式は(7), (8)を参照）。芳香族基
を持つアミノ酸の特徴は、その多くが神経
伝達物質を形成することである。

（５）アミノ酸から核酸への進化
　アミノ酸は元素(原子あるいは分子)の集
まり方が「環状構造」を形成する前駆体の
状態であるのに対して、核酸は「環状構造」
を基本とした元素の集まり方をしている。
　元素の集まり方が、「環状構造」を持つ
とパイ電子が発生する。このパイ電子が
「37兆個の細胞(9)」を一斉に動かすよう
な挙動（例えば、「共鳴」や「共振」）をす

ることで、肉体に「生命」が宿っているこ
とが表出されるのではないだろうか。
　今のところ、地球上で最も進化した高分
子有機化合物は「人類」であり、その「生
命」は肉体に宿り、場の変化に対して複雑
な多様性を示す。そして、地球上で最も進
化した高分子有機化合物の設計図がRNA
とDNA（核酸）なのである。
　これらのRNAとDNAを形成する単位
は、「窒素塩基（核酸塩基）」であり、その
配列は主に炭素C、水素H、窒素N、酸
素Oで構成される有機化合物の性状を決
定する（図 5参照）。窒素塩基の最大の特
徴は、環状の分子構造の形成に窒素元素が
必ず使われていることである。また、窒素
原子は 1価から 5価までの複数の原子価
を持つために、生命であるパイ電子の流れ
を生じて多様性の選択方向を決定するので
はないだろうか。
（６）核酸の特徴
　核酸とは、すべての生物の細胞内に存在
し、タンパク質生合成および生物の遺伝 
現象の情報源として重要な物質で、デオキ
シリボ核酸 DNA とリボ核酸 RNA の 2 種
がある。

　核酸は、主に炭素、酸素、水素からなる
環状構造を基本構造とし、これに窒素塩基
（‒NH2）と燐酸（‒PO4）が加わることで、
複雑で多様性を有する高分子有機化合物と
なっている。そして、地球環境の変化に応
じて、その高分子有機化合物からなる「生
物」を進化させる要因物質となったと思わ
れる。
　RNAとDNAの構成単位はいずれもヌ
クレオチドであるが、RNAとDNAの役

図 4　単純なアミノ酸「グリシン」から複
雑なアミノ酸「トリプトファン」への進化

図 5　5つの窒素塩基（核酸塩基）の分子構造
RNAと DNAを形成する単位は、「窒素塩基（核酸塩
基）」であり、その配列は主に炭素C、水素H、窒
素N、酸素Oで構成される有機化合物の性状を決定
する。窒素塩基の最大の特徴は、環状の分子構造の
形成に窒素元素が必ず使われていることである。
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割は以下のように大きく異なる。

RNA：遺伝情報を一時的に利用するため
に使われる。
DNA：遺伝情報を長期間保存するために
使われる。

　RNAは必要なときにすばやく合成する
ことができ不要になったら直ぐに分解でき
るような反応性に富んだ性質がある。一方、
遺伝情報を保存するDNAは安定的な性質
が必要である。したがって、RNAとDNA
はそれぞれの役割に適するように化学的な
構造が異なっている。
　例えば、DNAはデオキシリボースで構
成されるために二重らせん構造をとり易く
安定した構造になるが、RNAを構成する
リボースにはこのような性質はなく、DNA
に比べて１本鎖であるRNAの方が化学的
に不安定な構造を取るため反応性に富んだ
性質を持っている（図 6参照）。

（７）生命の起源探求
　科学者に最も影響を受けた本は何かと聞
くと、多くの人が挙げる本がある。理論物
理学者E・シュレディンガーの『生命とは
何か（1944 年）』である。DNAの二重ら
せん構造を誰も知らない頃、シュレディン
ガーは予測した。森羅万象、秩序あるもの
は熱力学第二法則（エントロピーの増大則）
に則り、時間と共に無秩序や混沌へ向かう。
生命は何世代にも亘って秩序と均一性を保

ち続けている(10)。それは何故か。遺伝子
の構造と物質の振舞いを物理・化学で説明
すれば、解明できるのであろうか。また、
ダーウィンの進化論によれば、生命は一本
の木のように進化してきたが、その木がど
んな種から生まれたのかは依然として謎で
ある。宇宙から飛んできたとか、神が蒔い
たと云えないのが科学者らである。さらに、
生物学の世界では、「最初の生命」を非常
に単純な構造を持つ単細胞生物のような存
在であったと想定しているが、「無機物か
ら生命体と呼べるものが誕生するプロセス」
は未だに再現されていない。
　本稿では、生命体の構成成分である核酸
やタンパク質ができる複雑なプロセスその
ものが「生命」を必然的に誕生させたと考
えた。つまり、主に４つの軽元素（水素、
炭素、窒素、酸素）の集まり方が共有結合
で結びつきながら、有機化合物が複雑さを
増していく過程で起こる数々の化学反応の
連鎖によって「生命」が誕生したと結論づ
けた。
　以下は、筆者の勝手な推論であるが、物
質世界に「存在し続ける」ために、「変化
し続けること」を選択した高分子有機化合
物となった元素集団は、シュレディンガー
が考えたように宇宙のエントロピー増大に
適応するために、生命体として真逆の現象
であるエントロピーが縮小する方向に進化
を遂げていったのではないだろうか。
地殻表面と大気の接触部で形成された「水
の循環」システム中に多く存在する軽元素
の原子あるいは分子集団を尿素からアミノ
酸、アミノ酸から核酸へと次第に複雑で多
様性を増す高分子有機化合物の進化へと導
いた要因は、分子内の「環状構造」におい
て生じる「アミノ基」と「カルボキシル基」
による電子の授受なのではないだろうか。
このアミノ基とカルボキシル基間の電子の
授受で発生するパイ電子の振舞いこそが肉
体に宿った「生命（心）」の正体であり、
環状構造を基本とする高分子有機化合物の
中でパイ電子同士が共鳴し、常に化学反応
の連鎖を続けているのが「生命」のような
気がする。
　芳香族基の性質は、元素が環状に並んだ

図 6　RNAとDNAの化学構造 
核酸（Nucleic Acid）とは、DNA及びRNAの総称であ
る。核酸の化学構造上の構成単位はヌクレオチド（Nu‒
cleotide）と呼ばれ、リン酸基、糖部（リボース、又は、
デオキシリボース）、核酸塩基から構成されている。
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構造を持つ不飽和化合物に現れる。芳香環
上のパイ電子は「非局在化」し、環上にわ
たって分布している（図 7参照）。また、
共役の効率を高めるために、環は平面構造
をとる。このとき、パイ電子系は二重結合
由来のパイ電子だけに限定されない。また、
環状構造はベンゼンのような 6員環である
必要もなく、5員環の芳香族化合物も数多
く知られている。

　非局在電子に由来する磁気の遮蔽効果は
あたかも環状の電流が存在するかのように
作用するため「環電流」と呼ばれることが
あるが、実際に電子が周回しているわけで
はない。非局在化という言葉の示す通り、
パイ電子は特定の場所には存在せず、全体
として雲のように拡がっていると解釈され
る。特に電子と云う素粒子の挙動に関して
は、量子力学から導かれた「不可解な事実」
の数々が知られている。例えば、ある一つ
の電子が同時に複数の場所に存在すること
ができること、電子の位置は確率的にしか
求められないこと、一つの電子の変化が瞬
時に空間的に離れたもう一つの電子に伝わ
ることなどの観測・観察事実がある(11),
(12)。ただ、実際に有機化学反応を考える
場合、複数の共鳴寄与構造の間でパイ電子
が往来している、と考えると理解が容易に
なり、また、それで十分な場合も少なくな
い。この高分子有機化合物内の化学反応の
連鎖を引き起こすパイ電子の振舞い自体が
生命現象そのものなのではないだろうか。

Ⅳ．パーキンソン病の原因
（１）筆者が PDに罹患した時の症状
　2011 年 10月頃から以下のようなパー
キンソン病の症状が見られ始めた。

慢性的な疲労感がある
夜なかなか寝付けない
朝起きるのが辛い
めまいや耳鳴りがある
胃腸の調子が悪い
花粉症の発症や悪化（海外駐在から離
任後）
不安感が強くなった

　脳は心身の状態をコントロールする総合
司令塔である。脳が出す指令は「神経伝達
物質」によって次から次へと伝言ゲームの
ように伝えられ、運動したり、いろいろな
感覚を感じたりする。パーキンソン病では、
神経伝達物質のうち黒質という部位で「ド
パミン」が欠乏するため、うまく運動がで
きなくなる。ドパミン量が減る原因はまだ
十分には解っていないが、既述したように 
PD のドパミン作動性ニューロンの変性に
は「酸化ストレス」が関係していると云わ
れており、活性酸素がドパミンの生成を抑
制している可能性が指摘される。活性酸素
と呼ばれる 分子種の中で、最も反応性が
高く、最も酸化力が強いのがヒドロキシラ
ジカル (hydroxyl radical)で、ヒドロキシ
基(水酸基)に対応するラジカルで、糖質や
タンパク質や脂質などあらゆる物質と反応
する。
　また、筆者の場合、極度のストレスがあ
ったことからすれば、副腎の働きも悪くな
っていたことが推察される。
　副腎とは、腎臓の上にあり、ホルモンを
分泌する臓器である。副腎は「ストレスと
戦う臓器」と呼ばれ、脳でストレスを感じ
るとその情報が副腎へと伝達され、抗スト
レスホルモン（コルチゾール、アドレナリ
ン、ノルアドレナリン）を分泌しストレス
を緩和する。しかし、毎日のようにストレ
スが続くと、副腎はフル稼働を余儀なくさ
れ、やがて疲弊してしまう。つまり、対人
関係や仕事などによる精神的なストレス、
睡眠不足や過重労働などの肉体的なストレ
スが重なり合って副腎の疲弊も起こった可

図 7　ベンゼン（C6H6）化学構造式
ベンゼンは二重結合を 3つもつように左図のように
表記されるが、実際にはC‒C 間で単結合と二重結合
が交互に入れ替わる「共鳴」と呼ばれる現象が起こ
っている。そのため、ベンゼンの環状構造上に存在
する 6つのパイ電子の「非局在化」を右図のように
しばしば丸によって図示する。
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能性もある。もしそうなら、ドパミンがド
パミン作動性神経細胞内において合成され
るのに対して、同属の分子であるノルアド
レナリンやアドレナリンが貯蔵されるアド
レナリン作動性神経細胞は異なる神経系の
細胞である（図 8参照）。したがって、こ
れらは同じチロシンというアミノ酸を材料
としながらも、細胞が持つ酵素の種類によ
り代謝反応の結果として生合成される物質
としては異なっており、生体の調節機能に
多様性を持たせる一因となっているのかも
知れない。
（２）近年注目されている PDの原因
(a)  神経炎症
　パーキンソン病（PD）を含む神経変性
疾患の病態進行にグリア細胞の関与する神

経炎症が寄与することが明らかになりつつ
ある。PD分子病態での神経炎症の役割に
ついては疾患発症との因果関係は明らかで
ない ものの、炎症性サイトカイン（IL‒1β，
TNFTα，IL‒6 等）や、細胞外細α‒
synuclein によるミクログリア活性化が病
勢進行を促進するとされ、また PD患者の
血清/血漿では、IL‒1β，TNFTα，IL‒2，
ApoA1 などが特異的に上昇すると報告さ
れている(13)。

(b)  腸内環境の破壊
　また、2019 年 11月 24日
の Parkinson’s News Today には、パー
キンソン病の発症の原因が「抗生物質によ
る腸内環境の破壊」である可能性が指摘さ
れている(14)。
　研究を率いた Filip Scheperjans 博士は、
パーキンソン病の発症が腸内微生物の環境
が抗生物質によって破壊されるためだと説
明している。つまり、パーキンソン病は腸
内環境の変化で発症する可能性もある 
(15)。

　私の場合、約 20ヶ国で地質調査を実施
した経験があり、周囲の人々と比較して抗
生物質の服用の機会は多かったので、この
新説も考慮する必要がある。

（３）ドパミン生合成プロセスの検討
　以下では、ドパミンの生合成プロセスに
おいて PDの原因を検討した。
　ドパミン(dopamine)は分子量 153.178
のカテコールアミンに属する生体内分子で
あり、大きなベンゼン核を持ちながら親水
性の性質を持つ。ドパミンは、核となるベ
ンゼンにふたつの水酸基がオルト位結合し
たカテコール分子に窒素を含む官能基であ
るアミノ基を配した構造をしている。まさ
に、これまでに述べてきたパイ電子の振舞
いを生じる神経伝達物質としての条件を充
たした分子構造である（図 9参照）。
　生体内では、ドパミンは分子内に環状構
造を有する複雑なアミノ酸「チロシン」を
出発物質として、細胞内で生合成される。
この生合成プロセスには二つの生合成酵素

による 2段階の生合成反応（チロシンの水
酸化と L‒ドーパの脱炭酸）が関与している。
ドパミンの前駆体は「L‒ドーパ」と云う生
体内活性物質であり、これは神経変性疾患
である PDの治療物質としても用いられる。
L‒ドーパはそれ自体が薬物としての効果を
発揮するわけではないが、PDという重篤
な疾患に対して臨床の現場において有用な
のである。その理由は、生体内で容易にド
パミンへ変換可能であることが大きい。既
述のように、「酸化ストレス」で生じた活
性酸素種のひとつヒドロキシラジカルがド
パミンの生成を抑制するとすれば、ドパミ
ンの前駆体である L‒ドーパを形成するチロ
シンの水酸化が阻害されることで PDが発
症する可能性がある。

図 8　アドレナリンの化学構造式

図 9　カテコール（左）とドパミン（右）の
化学構造式
文献(16)より、著者が許諾を得て転載。
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　ドパミンやアドレナリンの生合成プロセ
スは以下のように、チロシンを出発物質 
とし、L‒ドーパ、ドパミン、ノルアドレナ
リンを経て生成される(16)(図 10 参照)。

　以上の事実を総合的に判断すると、私自
身の PD症状は「酸化ストレス」で生じた
ヒドロキシラジカルがドパミンの前駆体で
ある L‒ドーパを形成するチロシンの水酸化
を阻害することが主因で発症した可能性が
高く、副腎の疲弊や腸内微生物環境の破壊
も副因として疑う必要がある。

Ⅴ．パーキンソン病の治療方法
（１）ドパミンの働き
　パーキンソン病の一般的な治療方法とし
ては、不足したドパミンを投薬で補充する
ことにより、症状を軽減することが主流で
ある。

　自分の体を動かすとき、脳から筋肉へ指
令が出る。その指令の声となるのが、中脳
の「黒質」という部分で作られるドパミン
である。ドパミンは簡単にいうと神経を興
奮させる神経伝達物質で、その受け皿とな
る受容体に結合することで様々な情報を伝
えている。
　何らかの原因でドパミンが減ると、運動
の指令がうまく伝わらず、手足が震え、歩
行障害などを特徴とするパーキンソン病に
なる。逆にドパミンが増えてくると、過剰
に神経を興奮させ幻覚や妄想などをもたら
す。

（２）私自身の PDの治療方法
　現在、使われている有効なパーキンソン
病治療薬が登場する以前は、発症した後、
平均およそ 10年で、ヤール重症度分類は
「ステージ IV」、つまり、日常生活に介助
が必要となり、平均およそ 15年で、ベッ
ド上での生活を強いられる「ステージV」
となることが多かった。
　現在では、発症から約 10年を経過して
も、70％の患者の日常生活の動作は自立
しており、治療によってうまくコントロー
ルしていけば、進行を遅らせることは十分
可能である。10年以上経過すると、介助
が必要になることもあるが、パーキンソン
病の症状や進行の度合いは個人差が大きく、
「難病」ということに囚われ過ぎずに、病
気と上手につき合っていくことが大切であ
る。
　既述のように私自身の PDは、「酸化ス
トレス」で活性酸素が発生し、チロシンの
水酸化が抑制され、L‒ドーパの生成が阻害
されたことで発症したのではないだろうか。
そのため、自らの免疫機能が働き、ヒドロ
キシラジカルを無害化するために体内で尿
酸を多量に生成して痛風発作という別の病
気を発症したものと推察される。
　したがって、私自身の PDの治療方法は、
もうひとつの持病である痛風の発作を発症
しないように血中尿酸値を 5.0～7.0 とや
や高めに維持し、体内での活性酸素の発生
を抑制することが考えられるが、基本的に
は「酸化ストレス」を生じないように心を

図 10　ドパミンやアドレナリンの
生合成プロセス
文献(16)より、著者が許諾を得て転載。
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コントロールし、楽しいこと、ワクワクす
ることを実践する（歓喜的な情動を醸成す
る）ことで、自らドパミンを発生させるこ
とにつきるのではないだろうか(17)。
　また、PDの関連症状と考えられる副腎
の疲弊や腸内微生物環境の破壊に関しても、
最近になって自身の「免疫力」を高めるこ
とが最も大切であることに気づき、平熱
を 1℃上げる工夫や免疫力を高める作用の
ある黒酵母βグルカンの服用を開始し
た(18)。特に後者のβグルカンに関しては、
服用後 2週間で明らかな効果が現れ、ここ
数年続いていた便秘症状があっという間に
解消されたのである。
　およそ 10年前の 2011 年 10月に発症
した私の PDは、発症から 4年間進行し続
けたが、その後の 6年間（2015 年 11月
から 2021 年 8月まで）は、朝の食後にフ
ェブリク 10mgを 1錠、朝昼晩の食後に
スタレボ配合錠 L100 とロピニロール徐放
錠 2mgを 1錠ずつ服用し、アスタキサン
チン、コエンザイムHQ10 (これに加えて、
2021 年 7月から黒酵母βグルカン)及びセ
サミン等のサプリメントを 1日当たりの適
量を服用して、症状は殆ど進行していな
い。

Ⅵ．結論
　病名のない病気を、他人は病気とは認め
ない。しかしながら、病名のある病気は、
その原因が分からないうちは、病気ではな
いのかも知れない。
　この 10年間、趣味である生命の起源探
求と関連づけて、進行性の難病と言われる
自らの PDの経過観察を「楽しみ」に変え
たところ、症状が進行しなくなった。
私がパーキンソン病になったのは、これま
での考え方、生き方を変えるように周囲の
場のエネルギーが作用した結果だと今は考
えている。
　バイオメディスン(生体医学)は病を身体
に起こる普遍的な現象として捉え、身体に
現れる異常(病)には普遍的な解読コードが
あるという公準から発展してきた。しかし
ながら、病を近代医療のパラダイムにおい
てのみ捉えるのではなく，病が人々にどの

ように受け入れられ意味づけられているか
と云った社会的・文化的な問題として捉え
る必要もある。特に、認知症や PDなどは、
人類が今後直面する高齢化社会において解
決すべき典型的な心の疾患である。
　若年性パーキンソン病の原因は、個々人
によって異なると思うが、対人関係や仕事
などによる精神的なストレス、睡眠不足や
過重労働などの肉体的なストレスが重なり
合って発生する「酸化ストレス」による影
響が大きいと考えられる。従って、投薬等
の治療を始める前に、罹患者の発病前の状
況(環境)、特に発病直前の状況を把握する
ことが肝要である。
　私の場合は、自分で発病の原因が特定で
きたことから、「心の持ちようを変える。」
「楽しいこと、ワクワクすることを考え、
それをできるだけ行動に移す。」と云った
歓喜的情動療法を薬剤療法と併せて実践す
ることで PDの進行抑制に非常に効果があ
ったが、一般的な PDに対しては薬剤治療
と情動治療のバランスが肝要と考えてい
る。
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A Hypothetical Relation between Parkinson’s Disease 
and Gout in Consideration with the Origin of Life.

Masanori Furuno

Nittetsu Mining Consultants Co., Ltd.

Summary:
The surface layer of the earth is mainly occupied by four elements (hydrogen, 

carbon, nitrogen, and oxygen). Among them, nitrogen occupies 78% of the atmosphere 
in the form of gas (N2), but it is not one of the major constituents  of minerals, plants 
and animals, but plays a leading role in "metabolism of animals and plants". 
Nitrogen compounds might have been deeply involved in the birth of life and its 
evolution on the earth. The author speculates that high molecular weight organic 
compounds may have become more complex and diverse in the order of nitrogen → 
urea → amino acids → uric acid → nucleic acids. As the chemical formula of amino 
acids are compared, many of them looks like precursors of aromatic amino acids.

Reactive oxygen that accelerates aging is generated in the body of living 
organisms, shortening their lifespan. One of the powerful antioxidants that decompose 
this reactive oxygen is uric acid. In recent years, it has been found that uric acid 
reduces the risk of developing Parkinson's disease and suppresses its progression. As 
diseases like Parkinson's have reported to be caused often by extreme oxidative stress 
including emotional ones. The author recommends a combination of emotional 
treatment that fosters "joyful emotions", in addition to drug treatment that 
suppresses the action of active oxygen.

Keywords: Parkinson's disease, Gout, oxidative stress, uric acid, nitrogen compound, 
π electron




